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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影して被写体画像を生成する画像生成部を有するカプセル内視鏡と、このカ
プセル内視鏡を収納する収納部を有するカプセル収納部材と、を備えるカプセル内視鏡セ
ットにおいて、
　前記カプセル収納部材の前記収納部は、外層部材と内層部材の二層構造を有しているこ
と、
　前記内層部材は、前記カプセル内視鏡の前記画像生成部により撮影されることで該画像
生成部が生成する被写体画像のホワイトバランスを調整する、全体が白色の一体成形品か
らなること、
　前記外層部材は、上面が開放された箱型部材からなること、
　前記内層部材は、前記箱型の外層部材の内側に嵌め込まれる内壁面部を有しており、こ
の内壁面部が、前記カプセル内視鏡の前記画像生成部により撮影されること、
　前記内層部材は、前記箱型の外層部材の上面開放部の一部を覆う上壁面部を有しており
、前記箱型の外層部材の上面開放部のうち前記内層部材の前記上壁面部に覆われていない
部分が、前記カプセル収納部材の前記収納部に収納された前記カプセル内視鏡を取り出す
ための開口を構成すること、
　前記カプセル収納部材は、前記開口を閉塞するように前記収納部に接着される剥離可能
な剥離部材を有していること、
　前記内層部材は、前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに、前記カプセル内視鏡の
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姿勢を変換して前記剥離部材の他の部分を剥離することで前記開口を開放させる形状を有
していること、
　前記剥離部材の一の部分は、前記内層部材の前記上壁面部に接着固定されていること、
及び
　前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに、その押圧力が前記内層部材の前記上壁面
部を介して前記カプセル内視鏡に伝達され、前記カプセル内視鏡が、前記内層部材の前記
上壁面部と対向する下壁面部を起点として円弧運動して起き上がることにより、前記剥離
部材の他の部分を剥離することで前記開口を開放させること、
　を特徴とするカプセル内視鏡セット。
【請求項２】
　請求項１記載のカプセル内視鏡セットにおいて、
　前記外層部材は、エポキシ樹脂またはメラミン樹脂からなり、前記内層部材は、ウレタ
ン樹脂、発泡スチロールまたは発泡ポリプロピレンからなるカプセル内視鏡セット。
【請求項３】
　請求項１または２記載のカプセル内視鏡セットにおいて、
　前記内層部材の前記上壁面部と前記下壁面部には、それぞれ、前記カプセル内視鏡の曲
面形状に対応した曲面支持部が形成されているカプセル内視鏡セット。
【請求項４】
　被写体を撮影して被写体画像を生成する画像生成部を有するカプセル内視鏡を収納する
収納部を備えるカプセル収納部材において、
　前記収納部は、外層部材と内層部材の二層構造を有していること、
　前記内層部材は、前記カプセル内視鏡の前記画像生成部により撮影されることで該画像
生成部が生成する被写体画像のホワイトバランスを調整する、全体が白色の一体成形品か
らなること、
　前記外層部材は、上面が開放された箱型部材からなること、
　前記内層部材は、前記箱型の外層部材の内側に嵌め込まれる内壁面部を有しており、こ
の内壁面部が、前記カプセル内視鏡の前記画像生成部により撮影されること、
　前記内層部材は、前記箱型の外層部材の上面開放部の一部を覆う上壁面部を有しており
、前記箱型の外層部材の上面開放部のうち前記内層部材の前記上壁面部に覆われていない
部分が、前記収納部に収納された前記カプセル内視鏡を取り出すための開口を構成するこ
と、
　前記開口を閉塞するように前記収納部に接着される剥離可能な剥離部材を有しているこ
と、
　前記内層部材は、前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに、前記カプセル内視鏡の
姿勢を変換して前記剥離部材の他の部分を剥離することで前記開口を開放させる形状を有
していること、
　前記剥離部材の一の部分は、前記内層部材の前記上壁面部に接着固定されていること、
及び
　前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに、その押圧力が前記内層部材の前記上壁面
部を介して前記カプセル内視鏡に伝達され、前記カプセル内視鏡が、前記内層部材の前記
上壁面部と対向する下壁面部を起点として円弧運動して起き上がることにより、前記剥離
部材の他の部分を剥離することで前記開口を開放させること、
　を特徴とするカプセル収納部材。
【請求項５】
　請求項４記載のカプセル収納部材において、
　前記外層部材は、エポキシ樹脂またはメラミン樹脂からなり、前記内層部材は、ウレタ
ン樹脂、発泡スチロールまたは発泡ポリプロピレンからなるカプセル収納部材。
【請求項６】
　請求項４または５記載のカプセル収納部材において、
　前記内層部材の前記上壁面部と前記下壁面部には、それぞれ、前記カプセル内視鏡の曲
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面形状に対応した曲面支持部が形成されているカプセル収納部材。                    
                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カプセル内視鏡をカプセル収納部材に収納したカプセル内視鏡セット、及び
カプセル内視鏡を収納するカプセル収納部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カプセル内視鏡セットは、非起動状態のカプセル内視鏡をカプセル収納部材に収納し、
使用時にカプセル収納部材から取り出して起動状態とする。カプセル内視鏡の起動は、カ
プセル収納部材の内部において行い、各種の画質調整処理（例えば、ホワイトバランス調
整、カラーバランス調整、歪み調整、ガンマ調整など）が実行される。カプセル収納部材
から取り出されたカプセル内視鏡は、被検者により飲み込まれ、その体内を通過する際に
画像データを生成する。この画像データを処理することにより、体腔内の画像が生成され
、消化器の内部等を観察することができる。
【０００３】
　例えば、特許文献１のカプセル内視鏡セットでは、カプセル収納部材に、カプセル内視
鏡を収納する収納部と、この収納部からカプセル内視鏡を取り出すための開口とが備えら
れ、この開口がカプセル収納部材に接着された剥離部材によって閉塞されている。この剥
離部材には、カプセル内視鏡の電源スイッチに連動した糸状部材と、画質調整のための複
数の画質調整用チャートとが連結されている。カプセル内視鏡の使用時に剥離部材を剥離
すると、糸状部材を介して電源スイッチが操作されてカプセル内視鏡が起動すると共に、
複数の画質調整用チャートがカプセル収納部材の内部から外部に引き出され、カプセル内
視鏡によって各画質調整用チャートを撮影することで各種の画質調整処理が実行される。
【０００４】
　一方、特許文献２のカプセル内視鏡セットでは、カプセル内視鏡の先端部分だけにカプ
セル収納部材を被せて、このカプセル収納部材の内壁に画質調整用チャートを貼り付ける
ことが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１９５５５８号公報
【特許文献２】特開２００５－７３８８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１のカプセル内視鏡セットは、剥離部材に別部材としての複数の画質
調整用チャートが連結され、この複数の画質調整用チャートがカプセル収納部材の内部に
収納されているため、カプセル内視鏡のサイズ（厚み）に対するカプセル収納部材のサイ
ズ（厚み）が大きくなり、カプセル内視鏡セットを複数保管する際のスペース効率が悪く
なってしまう。また、カプセル収納部材の部品点数が多く構造が複雑で組み付けも困難で
ある。
【０００７】
　一方、特許文献２にあっては、カプセル収納部材の再利用を想定しており、カプセル収
納部材を頻繁に洗浄しなければならない。カプセル収納部材を頻繁に洗浄すると、カプセ
ル収納部材の内壁に別部材として貼り付けられた画質調整用チャートが劣化（損傷）する
おそれがある。
【０００８】
　本発明は、以上の問題意識に基づいてなされたものであり、カプセル収納部材のサイズ
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（厚み）を小さくして複数のカプセル内視鏡セットをスペース効率良く保管し、カプセル
収納部材を部品点数が少なく構造が簡単で組み付け容易に構成し、カプセル収納部材の洗
浄に対する耐久性を高めることができるカプセル内視鏡セット及びカプセル収納部材を得
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のカプセル内視鏡セットは、被写体を撮影して被写体画像を生成する画像生成部
を有するカプセル内視鏡と、このカプセル内視鏡を収納する収納部を有するカプセル収納
部材と、を備えるカプセル内視鏡セットにおいて、前記カプセル収納部材の前記収納部は
、外層部材と内層部材の二層構造を有していること、前記内層部材は、前記カプセル内視
鏡の前記画像生成部により撮影されることで該画像生成部が生成する被写体画像のホワイ
トバランスを調整する、全体が白色の一体成形品からなること、前記外層部材は、上面が
開放された箱型部材からなること、前記内層部材は、前記箱型の外層部材の内側に嵌め込
まれる内壁面部を有しており、この内壁面部が、前記カプセル内視鏡の前記画像生成部に
より撮影されること、前記内層部材は、前記箱型の外層部材の上面開放部の一部を覆う上
壁面部を有しており、前記箱型の外層部材の上面開放部のうち前記内層部材の前記上壁面
部に覆われていない部分が、前記カプセル収納部材の前記収納部に収納された前記カプセ
ル内視鏡を取り出すための開口を構成すること、前記カプセル収納部材は、前記開口を閉
塞するように前記収納部に接着される剥離可能な剥離部材を有していること、前記内層部
材は、前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに、前記カプセル内視鏡の姿勢を変換し
て前記剥離部材の他の部分を剥離することで前記開口を開放させる形状を有していること
、前記剥離部材の一の部分は、前記内層部材の前記上壁面部に接着固定されていること、
及び前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに、その押圧力が前記内層部材の前記上壁
面部を介して前記カプセル内視鏡に伝達され、前記カプセル内視鏡が、前記内層部材の前
記上壁面部と対向する下壁面部を起点として円弧運動して起き上がることにより、前記剥
離部材の他の部分を剥離することで前記開口を開放させること、を特徴としている。
　前記内層部材の前記上壁面部と前記下壁面部には、それぞれ、前記カプセル内視鏡の曲
面形状に対応した曲面支持部を形成することができる。
【００１３】
　前記外層部材は、例えばエポキシ樹脂またはメラミン樹脂から構成することができ、前
記内層部材は、例えばウレタン樹脂、発泡スチロールまたは発泡ポリプロピレンから構成
することができる。
【００１４】
　本発明のカプセル収納部材は、被写体を撮影して被写体画像を生成する画像生成部を有
するカプセル内視鏡を収納する収納部を備えるカプセル収納部材において、前記収納部は
、外層部材と内層部材の二層構造を有していること、前記内層部材は、前記カプセル内視
鏡の前記画像生成部により撮影されることで該画像生成部が生成する被写体画像のホワイ
トバランスを調整する、全体が白色の一体成形品からなること、前記外層部材は、上面が
開放された箱型部材からなること、前記内層部材は、前記箱型の外層部材の内側に嵌め込
まれる内壁面部を有しており、この内壁面部が、前記カプセル内視鏡の前記画像生成部に
より撮影されること、前記内層部材は、前記箱型の外層部材の上面開放部の一部を覆う上
壁面部を有しており、前記箱型の外層部材の上面開放部のうち前記内層部材の前記上壁面
部に覆われていない部分が、前記収納部に収納された前記カプセル内視鏡を取り出すため
の開口を構成すること、前記開口を閉塞するように前記収納部に接着される剥離可能な剥
離部材を有していること、前記内層部材は、前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに
、前記カプセル内視鏡の姿勢を変換して前記剥離部材の他の部分を剥離することで前記開
口を開放させる形状を有していること、前記剥離部材の一の部分は、前記内層部材の前記
上壁面部に接着固定されていること、及び前記剥離部材の一の部分が押圧されたときに、
その押圧力が前記内層部材の前記上壁面部を介して前記カプセル内視鏡に伝達され、前記
カプセル内視鏡が、前記内層部材の前記上壁面部と対向する下壁面部を起点として円弧運
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動して起き上がることにより、前記剥離部材の他の部分を剥離することで前記開口を開放
させること、を特徴としている。
　前記内層部材の前記上壁面部と前記下壁面部には、それぞれ、前記カプセル内視鏡の曲
面形状に対応した曲面支持部を形成することができる。
【００１８】
　前記外層部材は、例えばエポキシ樹脂またはメラミン樹脂から構成することができ、前
記内層部材は、例えばウレタン樹脂、発泡スチロールまたは発泡ポリプロピレンから構成
することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、カプセル収納部材のサイズ（厚み）を小さくして複数のカプセル内視
鏡セットをスペース効率良く保管し、カプセル収納部材を部品点数が少なく構造が簡単で
組み付け容易に構成し、カプセル収納部材の洗浄に対する耐久性を高めることができるカ
プセル内視鏡セット及びカプセル収納部材が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明によるカプセル内視鏡セットの一実施形態を示す、カプセル内視鏡をカプ
セル収納部材に収納した状態を示す断面図である。
【図２】本発明によるカプセル内視鏡の構成を示すブロック図である。
【図３】剥離部材のカプセル起動用押圧部とカプセル取出用押圧部を示す上面図である。
【図４】カプセル起動用押圧部を押圧してカプセル内視鏡を非起動状態から起動状態に切
り替える様子を示す図である。
【図５】カプセル取出用押圧部を押圧してカプセル内視鏡をカプセル収納部材から取り出
す様子を示す図である。
【図６】カプセル内視鏡を起動させてから被検者の体内を撮影するまでの処理工程を示す
フローチャートである。
【図７】図１のVII－VII線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図１ないし図７を参照して、本発明によるカプセル内視鏡セットＣＳの一実施形
態について説明する。以下の説明における上下左右の各方向は、図中に記載した矢線方向
を基準としている。
【００２２】
　図１に示すように、カプセル内視鏡セットＣＳは、カプセル内視鏡１００と、このカプ
セル内視鏡１００を収納するカプセル収納部材２００とを備えている。カプセル内視鏡１
００は、非起動状態でカプセル収納部材２００に収納されており、カプセル収納部材２０
０から取り出されたときには起動状態とされる。図１はカプセル内視鏡１００をカプセル
収納部材２００に収納した状態を描いている。
【００２３】
　まず、カプセル内視鏡１００の構成について説明する。
【００２４】
　図１に示すように、カプセル内視鏡１００は、一端が半球形状で閉じられ他端が開口し
た筒状ケース１０１と、この筒状ケース１０１の開口を閉塞する半球キャップ形状の先端
光学部材１０２とからなる両端を半球形状とした滑らかな円筒形状の密閉カプセル１０３
を備えている。筒状ケース１０１は各種の樹脂材料からなり、先端光学部材１０２は光透
過性材料からなる。
【００２５】
　図１、図２に示すように、密閉カプセル１０３の内部には、カプセル内視鏡１００の動
作全般を制御するＣＰＵ１０４と、カプセル内視鏡１００の各構成要素に駆動電力を供給
する電池（バッテリ）１０５とが設けられている。また、密閉カプセル１０３の内部には
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、先端光学部材１０２の先端側から順に、撮影レンズ（画像生成部）１０６と、撮像素子
（画像生成部）１０７とが設けられており、撮影レンズ１０６の撮影光軸を挟んだ両側に
は一対の白色ＬＥＤ１０８が設けられている。さらに、密閉カプセル１０３の内部には、
Ａ／Ｄコンバータ１０９と、画像処理回路１１０とが設けられている。
【００２６】
　カプセル内視鏡１００の起動状態で一対の白色ＬＥＤ１０８から照明光が発せられると
、この照明光が先端光学部材１０２を透過して被写体に向かって出射され、被写体からの
反射光が再び先端光学部材１０２を透過して撮影レンズ１０６を介して撮像素子１０７に
入射する。その結果、撮像素子１０７上には被写体の光学像が形成され、その撮像データ
である被写体画像が生成される。撮像素子１０７で生成された被写体画像のデータには、
Ａ／Ｄコンバータ１０９によってアナログデジタル変換処理が施され、画像処理回路１１
０によってホワイトバランス処理などの各種の画質調整処理が施される。これらの処理が
施された被写体画像のデータは、密閉カプセル１０３の内部に設けられた送信アンテナ（
図示せず）から外部機器（図示せず）に向けて無線送信される。
【００２７】
　密閉カプセル１０３の内部には、起動信号受信部（検知回路）１２０が設けられている
。この起動信号受信部１２０は、後述するカプセル収納部材２００の起動信号送信部２７
０との間の距離が所定値以下であるときには、起動信号送信部２７０から送信された起動
信号（例えば磁気信号）を非接触で受信し、起動信号送信部２７０との間の距離が所定値
より大きいときには、起動信号送信部２７０から送信された起動信号を受信しない。起動
信号受信部１２０は、起動信号送信部２７０からの起動信号の受信の有無をＣＰＵ１０４
に通知する。密閉カプセル１０３の内部には、起動信号送信部２７０と起動信号受信部１
２０との間で起動信号の送受信が可能になる所定距離の判定値を保持するＲＯＭ１１１が
設けられている。
【００２８】
　図１において起動信号受信部１２０は、起動信号送信部２７０と平面的な位置が一致す
る位置だけに設けられているように描かれている。しかし、実際には図７に示すように、
起動信号受信部１２０は、密閉カプセル１０３の筒状ケース１０１の内壁面に帯状に巻か
れて設けられており、カプセル内視鏡１００の回転角度位置にかかわらず、起動信号受信
部１２０と起動信号送信部２７０が対向するようになっている。つまり図１では、帯状に
巻かれた起動信号受信部１２０のうち、起動信号送信部２７０に対向する部分だけが描か
れている。
【００２９】
　ＣＰＵ１０４は、ＲＯＭ１１１を参照しつつ、起動信号受信部１２０から通知された起
動信号の受信の有無に基づいて、カプセル内視鏡１００の起動状態と非起動状態とを制御
する。より具体的にＣＰＵ１０４は、カプセル内視鏡１００の非起動状態において、起動
信号受信部１２０から起動信号を受信した旨の通知を受けたときは、カプセル内視鏡１０
０を非起動状態から起動状態に切り替える。カプセル内視鏡１００が起動状態になると、
電池１０５を介して、撮像素子１０７、一対の白色ＬＥＤ１０８、Ａ／Ｄコンバータ１０
９、画像処理回路１１０などに駆動電力が供給されて被写体画像の生成が可能になる。Ｃ
ＰＵ１０４は、カプセル内視鏡１００を非起動状態から起動状態に切り替えると、たとえ
その後に起動信号受信部１２０による起動信号の受信が途絶えたとしても、カプセル内視
鏡１００の起動状態を維持する。一方、ＣＰＵ１０４は、カプセル内視鏡１００の非起動
状態において、起動信号受信部１２０から起動信号を受信していない旨の通知を受けたと
きは、カプセル内視鏡１００の非起動状態を維持する。起動信号受信部１２０は、カプセ
ル内視鏡１００の起動状態と非起動状態の如何を問わず、電池１０５を介して駆動電力が
供給されて、起動信号送信部２７０からの起動信号の受信が可能な状態となっている。
【００３０】
　続いて、カプセル収納部材２００の構成について説明する。
【００３１】
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　図１に示すように、カプセル収納部材２００は、カプセル内視鏡１００を収納する収納
部２１０と、この収納部２１０に収納されたカプセル内視鏡１００を取り出すための開口
２４０と、この開口２４０を閉塞する剥離部材２５０とを備えている。
【００３２】
　収納部２１０は、外層部材２２０と、この外層部材２２０の内側に嵌め込まれた内層部
材２３０との二層構造となっている。
【００３３】
　外層部材２２０は、平面視矩形で上面が開放された箱型部材であり、カプセル収納部材
２１０の強度を確保するために、例えば熱硬化性プラスチックなどの硬質材料で構成され
ている。ここで熱硬化性プラスチックとしては、例えば、エポキシ樹脂やメラミン樹脂な
どが挙げられる。
【００３４】
　内層部材２３０は、収納部２１０に収納されたカプセル内視鏡１００に直接接触して保
持する部材であり、カプセル内視鏡１００が故障しないよう保護するために、例えばウレ
タン樹脂、発泡スチロールや発泡ポリプロピレンなどの軟質材料で構成されている。この
ため、内層部材２３０は、加えられた外力に応じてある程度変形することができる。さら
に内層部材２３０は、全体が白色の一体成形品から構成されている。
【００３５】
　内層部材２３０は、左壁面部（内壁面部）２３１、下壁面部（内壁面部）２３２及び右
壁面部（内壁面部、ホワイトバランス調整部）２３３を有し、これらが外層部材２２０の
内側に最小のクリアランスで嵌め込まれている。また内層部材２３０は、外層部材２２０
の上面開放部の右側の略半分を覆う上壁面部２３４を有している。外層部材２２０の上面
開放部のうち内層部材２３０の上壁面部２３４に覆われていない左側の略半分が、カプセ
ル収納部２１０に収納されたカプセル内視鏡１００を取り出すための開口２４０を形成し
ている。内層部材２３０の下壁面部２３２と上壁面部２３４には、それぞれ、カプセル内
視鏡１００の曲面形状に対応した曲面支持部２３２ａと曲面支持部２３４ａが形成されて
いる。この曲面支持部２３２ａと支持曲面部２３４ａの右側には、右壁面部２３３に向か
って下壁面部２３２と上壁面部２３４の距離を広げる方向に傾斜する傾斜面部２３２ｂと
２３４ｂが形成されている。
【００３６】
　カプセル内視鏡１００は、図１に示すように、筒状ケース１０１側の先端部が内層部材
２３０の左壁面部２３１に接触し、先端光学部材１０２側の先端部が内層部材２３０の右
壁面部２３３に向かって露出し、かつ、先端光学部材１０２側の曲面部が内層部材２３０
の下壁面部２３２と上壁面部２３４の曲面支持部２３２ａと曲面支持部２３４ａによって
上下から挟み込まれた状態で、カプセル収納部材２００の収納部２１０に収納される。こ
の収納状態では、図７に示すように、内層部材２３０がカプセル内視鏡１００の図１の紙
面垂直方向の両端部に当接しており、カプセル内視鏡１００の図１の紙面垂直方向への移
動が規制されている。また、撮影レンズ１０６の撮影光軸は、内層部材２３０の右壁面部
２３３に対して直交している。以下では、この収納状態におけるカプセル内視鏡１００の
姿勢位置を「基準姿勢位置」と呼ぶ。
【００３７】
　なお、図７では、図１のVII－VII線に沿う断面に実際に存在する構成要素（密閉カプセ
ル１０３、一対の白色ＬＥＤ１０８、外層部材２２０、内層部材２３０、剥離部材２５０
）を実線で描き、図１のVII－VII線に沿う断面には存在しないが図１の左右方向の対応す
る位置に存在する構成要素（ＣＰＵ１０４、電池１０５、撮影レンズ１０６、起動信号受
信部１２０）を破線で描いている。
【００３８】
　カプセル収納部材２００に基準姿勢位置で収納されたカプセル内視鏡１００が起動状態
になると、撮影レンズ１０６と撮像素子１０７によって、内層部材２３０の右壁面部２３
３を撮影することができる。撮影レンズ１０６の画角α（カプセル内視鏡１００の撮影領
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域）は、内層部材２３０の右壁面部２３３の範囲内となるように設定されている。上述し
たように、内層部材２３０は全体が白色の一体成形品からなるため、内層部材２３０の右
壁面部２３３を撮影することで、撮影レンズ１０６と撮像素子１０７によって撮影する被
写体画像のホワイトバランスを調整することができる。
【００３９】
　ここで、撮影レンズ１０６と撮像素子１０７によって生成された被写体画像が、内層部
材２３０の右壁面部（ホワイトバランス調整部）２３３によるホワイトバランス調整用の
画像であるか否かは、ＣＰＵ１０４により判定される。より具体的にＣＰＵ１０４は、生
成された被写体画像の画像データを、予めＲＯＭ１１１に格納されている画像データと比
較することにより、生成された被写体画像がホワイトバランス調整用の画像であるか否か
を判定する。
【００４０】
　剥離部材２５０は、例えば通気性のないアルミシートからなり、開口２４０を閉塞する
ように、接着剤により適度な強度で収納部２１０（外層部材２２０と内層部材２３０）の
上端部に剥離可能に接着されている。
【００４１】
　図３に示すように、剥離部材２５０には、カプセル起動用押圧部（剥離部材の他の部分
）２５１と、カプセル取出用押圧部（剥離部材の一の部分）２５２とが設けられている。
カプセル起動用押圧部２５１には算用数字の「１」からなる指標２５１ａが設けられてお
り、カプセル取出用押圧部２５２には算用数字の「２」からなる指標２５２ａが設けられ
ていて、この指標２５１ａと２５２ａによって、カプセル起動用押圧部２５１とカプセル
取出用押圧部２５２とが視覚によって識別できるように区画されている。以下では、剥離
部材２５０（カプセル起動用押圧部２５１とカプセル取出用押圧部２５２）のうち、カプ
セル内視鏡１００とは反対側の面を「表面」と呼び、カプセル内視鏡１００側の面を「裏
面」と呼ぶ。
【００４２】
　カプセル起動用押圧部２５１の裏面には、例えば連続気泡の発泡体（スポンジ）からな
る保持部材２６０が接着されており、この保持部材２６０の下面に起動信号送信部２７０
が設けられている。起動信号送信部２７０は、密閉カプセル１０３の筒状ケース１０１の
内壁面に帯状に巻かれて設けられた起動信号受信部１２０に対向しており、起動信号受信
部１２０に対して、カプセル内視鏡１００を起動させるための起動信号（例えば磁気信号
）を非接触で送信する。
【００４３】
　図１に示すように、非起動状態のカプセル内視鏡１００が基準姿勢位置でカプセル収納
部材２００に収納され且つ剥離部材２５０に外力を加えない状態では、起動信号送信部２
７０と起動信号受信部１２０との間の距離は十分に確保されている。このため、起動信号
受信部１２０は、起動信号送信部２７０から送信された起動信号を受信することができず
、ＣＰＵ１０４の制御の下、カプセル内視鏡１００の非起動状態が維持される。
【００４４】
　一方、図４に示すように、カプセル起動用押圧部２５１の表面を押圧変位させると、起
動信号送信部２７０と起動信号受信部１２０との間の距離が縮まって所定値以下となる。
このため、起動信号受信部１２０は、起動信号送信部２７０から送信された起動信号を非
接触で受信することができ、ＣＰＵ１０４の制御の下、カプセル内視鏡１００が非起動状
態から起動状態に切り替えられる。このように、カプセル起動用押圧部２５１の表面を押
圧変位させることで、開口２４０を閉塞したままでカプセル収納部材２００内のカプセル
内視鏡１００を起動させることができる。
【００４５】
　カプセル取出用押圧部（剥離部材の一の部分）２５２の裏面は、内層部材２３０の上壁
面部２３４の上面に接着固定されている。図５に示すように、カプセル取出用押圧部（剥
離部材の一の部分）２５２の表面を押圧すると、カプセル内視鏡１００の先端光学部材１
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０２側の先端部が内層部材２３０の下壁面部２３２に沿って円弧運動することで、カプセ
ル内視鏡１００の筒状ケース１０１側の先端部が上方に起き上がる。これにより、カプセ
ル起動用押圧部（剥離部材の他の部分）２５１が剥離されて開口２４０が開放され、この
開口２４０からカプセル内視鏡１００の筒状ケース１０１側の先端部が顔を出す。つまり
内層部材２３０は、カプセル取出用押圧部２５２の表面が押圧されたときに、カプセル内
視鏡１００の姿勢を基準姿勢位置から変換してカプセル起動用押圧部２５１を剥離するこ
とで開口２４０を開放させる形状を有している。
【００４６】
　以上のように構成されたカプセル内視鏡セットＣＳは、次のようにして使用する。
【００４７】
　図１に示すように、カプセル内視鏡セットＣＳの非使用時（使用前）には、非起動状態
のカプセル内視鏡１００が基準姿勢位置でカプセル収納部材２００に収納されている。カ
プセル内視鏡１００の非起動状態では、電池１０５を介して起動信号受信部１２０のみに
駆動電力が供給され、撮像素子１０７、一対の白色ＬＥＤ１０８、Ａ／Ｄコンバータ１０
９、画像処理回路１１０などには駆動電力が供給されない。また、剥離部材２５０に外力
が加えられておらず、起動信号送信部２７０と起動信号受信部１２０との間の距離は十分
に確保されているので、起動信号受信部１２０は、起動信号送信部２７０から送信された
起動信号を受信することができず、ＣＰＵ１０４の制御の下、カプセル内視鏡１００の非
起動状態が維持される。
【００４８】
　カプセル内視鏡セットＣＳの使用時には、まず図４に示すように、カプセル起動用押圧
部２５１の表面を押圧変位させることで、起動信号送信部２７０と起動信号受信部１２０
との間の距離を縮めて所定値以下とする。すると、起動信号受信部１２０は、起動信号送
信部２７０から送信された起動信号を非接触で受信することができ、ＣＰＵ１０４の制御
の下、カプセル内視鏡１００が非起動状態から起動状態に切り替えられる。カプセル内視
鏡１００が起動状態になると、電池１０５を介して、撮像素子１０７、一対の白色ＬＥＤ
１０８、Ａ／Ｄコンバータ１０９、画像処理回路１１０などに駆動電力が供給されて被写
体画像の生成が可能になる。
【００４９】
　このようにしてカプセル収納部材２００に基準姿勢位置で収納されたカプセル内視鏡１
００が起動状態になると、撮影レンズ１０６と撮像素子１０７によって内層部材２３０の
右壁面部（ホワイトバランス調整部）２３３を撮影することで、撮影レンズ１０６と撮像
素子１０７によって撮影する被写体画像のホワイトバランスが調整される。
【００５０】
　次いで図５に示すように、カプセル取出用押圧部２５２の表面を押圧すると、カプセル
内視鏡１００の先端光学部材１０２側の先端部が内層部材２３０の下壁面部２３２に沿っ
て円弧運動することで、カプセル内視鏡１００の筒状ケース１０１側の先端部が上方に起
き上がる。これにより、カプセル起動用押圧部２５１が剥離されて開口２４０が開放され
、この開口２４０からカプセル内視鏡１００の筒状ケース１０１側の先端部が顔を出す。
そして、カプセル内視鏡１００の筒状ケース１０１側の先端部を摘み上げることで、カプ
セル内視鏡１００をカプセル収納部材２００から取り出すことができる。
【００５１】
　このようにして取り出したカプセル内視鏡１００は、被検者により飲み込まれ、その体
内を通過する際に画像データを生成する。この画像データを処理することにより、体腔内
の画像が生成され、消化器の内部等を観察することができる。
【００５２】
　図６は、カプセル内視鏡１００を起動させてから被検者の体内を撮影するまでの処理工
程を示すフローチャートである。
【００５３】
　まずステップＳ１では、カプセル内視鏡１００による撮影のフレームレートが第１のフ
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レームレート（例えば３０ｆｐｓ）である初期設定モードが設定される。この初期設定モ
ードでは、一対の白色ＬＥＤ１０８が、点灯時間が消灯時間よりも短くなるように（例え
ばデューティー比が１０パーセント程度）、かつ第１のフレームレートに対応するように
発光する。
【００５４】
　次いでステップＳ２では、撮影レンズ１０６と撮像素子１０７によって内層部材２３０
の右壁面部（ホワイトバランス調整部）２３３を撮影する。
【００５５】
　次いでステップＳ３では、ＣＰＵ１０４により、内層部材２３０の右壁面部（ホワイト
バランス調整部）２３３の撮影データから算出されたホワイトバランス補正値（ゲイン値
）が、予めＲＯＭ１１１に格納されている上限値と下限値の間の適切な範囲内にあるか否
か（生成された被写体画像がホワイトバランス調整用の画像であるか否か）が判定される
。
【００５６】
　ＣＰＵ１０４は、ホワイトバランス補正値が適当な値である（生成された被写体画像が
ホワイトバランス調整用の画像である）と判定したときは（ステップＳ３：ＹＥＳ）、ス
テップＳ４において、生成されたホワイトバランス調整用被写体画像に基づいて、撮影レ
ンズ１０６と撮像素子１０７によって撮影する被写体画像のホワイトバランスを調整する
。
【００５７】
　ステップＳ４のホワイトバランス調整が終了すると、ステップＳ５において、カプセル
内視鏡１００による撮影のフレームレートが第２のフレームレート（例えば２ｆｐｓ）で
ある通常モードが設定される。この通常モードでは、一対の白色ＬＥＤ１０８が、比較的
長い点灯時間（例えばデューティー比が５０パーセント）で、かつ第２のフレームレート
に対応するように発光する。
【００５８】
　最後にステップＳ６において、カプセル内視鏡１００が被検者により飲み込まれ、その
体内を通過する際に生成された画像データが生成される。
【００５９】
　一方、ＣＰＵ１０４は、ホワイトバランス補正値が適当な値ではない（生成された被写
体画像がホワイトバランス調整用の画像ではない）と判定したときは（ステップＳ３：Ｎ
Ｏ）、ステップＳ７において、ユーザに不具合を知らせるためのエラー通知を行う。この
エラー通知は、例えば、被写体画像を受信する受信ユニット（図示せず）における警告表
示によって行うことができる。
【００６０】
　このように本実施形態によれば、ホワイトバランス調整用の別部材を設けることなく、
カプセル収納部材２００の収納部２１０を外層部材２２０と内層部材２３０の二層構造と
し、この内層部材２３０を全体が白色の一体成形品から構成してその右壁面部（ホワイト
バランス調整部）２３３を撮影することでホワイトバランス調整を行っている。これによ
り、カプセル収納部材２００のサイズ（厚み）をカプセル内視鏡のサイズ（厚み）に極限
まで近づけることで、カプセル収納部材２００のサイズ（厚み）を小さくして複数のカプ
セル内視鏡セットＣＳをスペース効率よく保管し、カプセル収納部材２００を部品点数が
少なく構造が簡単で組み付け容易に構成し、カプセル収納部材２００の洗浄に対する耐久
性を高めることができる。
【００６１】
　また、剥離部材２５０にカプセル起動用押圧部２５１を設け、このカプセル起動用押圧
部２５１とカプセル内視鏡１００に起動信号を非接触で送受信する起動信号送信部２７０
と起動信号受信部１２０を設け、カプセル起動用押圧部２５１を押圧変位させて起動信号
送信部２７０と起動信号受信部１２０を接近させるだけで、カプセル内視鏡１００を起動
させることができるので、カプセル収納部材２００ひいてはカプセル内視鏡セットＣＳを
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部品点数が少なく構造が簡単で組み付け容易に構成することができる。また、剥離部材２
５０に設けたカプセル起動用押圧部２５１とカプセル取出用押圧部２５２をこの順番で押
圧するだけで、カプセル内視鏡１００の起動から取り出しまでの作業を一連の流れの中で
円滑に行うことができる。さらに、カプセル内視鏡１００の密閉構造に特別な工夫を施す
必要がなく、カプセル内視鏡１００の防水構造を簡単かつ低コストにすることができる。
【００６２】
　以上の実施形態では、カプセル起動用押圧部２５１を押圧してカプセル内視鏡１００を
起動させた後に、カプセル取出用押圧部２５２を押圧して開口２４０を開放させる場合を
例示して説明した。しかし、カプセル起動用押圧部２５１を押圧してカプセル内視鏡１０
０を起動させた後であれば、開口２４０を開放させる方法はこれに限定されず、例えば、
剥離部材２５０の端部を捲り上げてカプセル起動用押圧部２５１を剥離することで、開口
２４０を開放することも可能である。
【００６３】
　以上の実施形態では、カプセル起動用押圧部２５１を押圧して起動信号送信部２７０と
起動信号受信部１２０との間の距離が所定値以下となったときに、起動信号受信部１２０
が起動信号を受信する場合を例示して説明した。しかし、カプセル起動用押圧部２５１を
押圧したときにのみ起動信号受信部１２０が起動信号を受信できればよく、そのための具
体的構成には自由度がある。例えば、カプセル起動用押圧部２５１を押圧して起動信号送
信部２７０からの起動信号が所定の信号強度を超えたときに、起動信号受信部１２０が起
動信号を受信するようにしてもよいし、カプセル起動用押圧部２５１を押圧したときにの
み起動信号送信部２７０が起動信号を送信して起動信号受信部１２０がこれを受信するよ
うにしてもよい。
【００６４】
　以上の実施形態では、カプセル起動用押圧部２５１とカプセル取出用押圧部２５２を区
画するための指標として、算用数字の「１」と「２」を設けた場合を例示して説明した。
しかし、指標の態様はこれに限定されず、例えば、「起動用」と「取出用」の文字を設け
てカプセル起動用押圧部２５１とカプセル取出用押圧部２５２を区画してもよいし、カプ
セル起動用押圧部２５１とカプセル取出用押圧部２５２を異なる色にすることで両押圧部
を区画してもよい。
【００６５】
　以上の実施形態では、円筒形状のカプセル内視鏡１００を例示して説明したが、カプセ
ル内視鏡の形状はこれに限定されず、例えば球状または断面視楕円形状などの他の形状と
することもできる。
【符号の説明】
【００６６】
ＣＳ　カプセル内視鏡セット
１００　カプセル内視鏡
１０１　筒状ケース
１０２　先端光学部材
１０３　密閉カプセル
１０４　ＣＰＵ
１０５　電池（バッテリ）
１０６　撮影レンズ（画像生成部）
１０７　撮像素子（画像生成部）
１０８　白色ＬＥＤ
１０９　Ａ／Ｄコンバータ
１１０　画像処理回路
１１１　ＲＯＭ
１２０　起動信号受信部（検知回路）
２００　カプセル収納部材
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２１０　収納部
２２０　外層部材
２３０　内層部材
２３１　左壁面部（内壁面部）
２３２　下壁面部（内壁面部）
２３２ａ　曲面支持部
２３２ｂ　傾斜面部
２３３　右壁面部（内壁面部、ホワイトバランス調整部）
２３４　上壁面部
２３４ａ　曲面支持部
２３４ｂ　傾斜面部
２４０　開口
２５０　剥離部材
２５１　カプセル起動用押圧部（剥離部材の他の部分）
２５１ａ　指標
２５２　カプセル取出用押圧部（剥離部材の一の部分）
２５２ａ　指標
２６０　保持部材
２７０　起動信号送信部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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